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やまと社会インパクトファンドとは

やまと社会インパクトファンドは、ヘルスケア領域でインパクトベンチャーキャピタル

（VC）投資を実践してきた株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ（CMV）と、株式

会社南都銀行の投資専門子会社である南都キャピタルパートナーズ株式会社（NCP）

が運営する地域課題解決型のインパクトVCファンドです。奈良県およびその周辺地域

（以下、やまと地域）の社会課題解決のためのインパクトファンドの組成・運用を通じ、

地域社会課題解決の実践者を多数生み出すことを目的として設立されました。

Fund Overview

インパクト投資におけるImpact Measurement and Management (以下、IMM)を通して、

地域社会の課題を解決する起業家・事業家を支援します。

やまと社会インパクトファンドのスキーム図

奈良県およびその周辺地域の社会課題解決をめざす

やまと社会インパクトファンドは、一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）が展開する「地域インパクトファンド設立・運営支援事業」に採択

されています。本事業は、インパクト企業に資金を循環させるとともに、金融機関を含めた地元企業・自治体・住民が主体的に地域創生を担

うことができる状態をめざすものです。ファンドの運営に必要な経費の一部に、「休眠預金」が活用されています。休眠預金を活用した公益

性の高い事業として、地域社会課題を解決する「実践者への投資」ならびに「実践者の育成」が期待されています。

「休眠預金」を活用した地域インパクトファンド

投資対象は、やまと地域の社会課題を解決するスター

トアップ企業です。具体的には、やまと地域の豊かさ

の追求という考え方において、ヘルスケア領域である

「健康資本（Healthcare）」、農業や林業、漁業といっ

た「自然資本（Nature）」、教育や工芸や文化財、観

光、スポーツといった「文化資本（Culture）」の3領域

を対象としています。

3領域の投資対象

名称 やまと社会インパクト投資事業有限責任組合

無限責任組合員 南都キャピタルパートナーズ株式会社、
 株式会社キャピタルメディカ・ベンチャーズ

有限責任組合員 株式会社南都銀行、小山株式会社、トヨタユナイテッド奈良株式会社

出資約束金額 10億円

運用期間 10年間（投資可能期間5年）

ファンド概要

無限責任組合（GP）

有限責任組合員（LP）

投資対象領域

地域医療を支えるスタートアップなど

やまと社会インパクト
投資事業有限責任組合

運用総額10億円

投資方針

特徴

シード・アーリーステージの企業中心

IMMの実践を通してインパクトを可視化

投資額は3,000万～2億円

ExitはIPO、M＆A

地域基盤のソーシング網

ヘルスケア業界のネットワーク

投資支援ノウハウ

ヘルスケア業界の事業開発・運営ノウハウ

アクセラレーションプログラム

VCと投資家のネットワーク

インパクトマネジメント、インパクトレポート

当地域の社会課題解決を実践するスタートアップ

当地域に登記されているスタートアップ

当ファンドの起業家育成プログラムの実践者

OSAKA

MIE

WAKAYAMA

KYOTO

管理報酬

成功報酬

分配

NARA

健康資本
HEALTHCARE

文化資本
CULTURE

自然資本
NATURE

・医療
・介護
・健康 他

・林業
・農業
・酪農
・漁業 他

・工芸
・加工品
・観光・遊び
・教育
・スポーツ 他

やまと地域の
豊かさの追求

やまと地域の
課題を解決

投資対象

GPコミット

出資

休眠預金活用事業からの助成

投資実行投資実行 投資先
バリューアップ
投資先

バリューアップ
Exit収益
（IPO、M＆A）

Exit収益
（IPO、M＆A）
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やまと社会インパクトファンドでは、経済的リターンを追求することはもちろんのこと、社会インパクト投資およびインパクト測定・マネ

ジメント（Impact Measurement and Management；IMM）の実践を通じて、「やまと地域の社会課題を解決する実践者」を輩出す

ることを目的とします。

ファンドのコンセプト ロジックモデル

インパクト指標（KPI）の目標と実績

やまと社会インパクトファンドでは、投資検討のためにやまと地域における社会課題を課題デザイン
マップとして整理し、課題解決を志す起業家をアクセラレーションプログラムにおいて支援していま
す。投資実行後もIMMにより投資先に伴走し、インパクト評価を伴ったExitを支援します。

投資検討からExitまで

ファンドのめざす姿と2025年の実績

活力創造人材への投資・育成
人材創出にこだわり、奈良の経済活性化や地域社会課題の解決を志向する

起業家およびその伴走者を育成・支援する

実践者への練達
ファンドチームは、起業家の伴走者として事業を協創すべく、経営支援に
重点を置き、起業家と共に自己成長に邁進する

地域社会課題解決の実践
IMMを通じて、起業家が解決する社会課題や実践プロセスを可視化し、時に
はリードすることで、起業家と共に地域社会課題解決の実践者となる

Theory of Change（ToC）フ
ァ
ン
ド
に
て
実
現
す
る
こ
と

1.短期視点から長期視点へ
2.事業モデルから人材へ
3.ｇ<r からｇ＝rへ

成功の定義
マルチプル指標2～3倍

地域社会課題解決の実践者の創出（起業家・伴走者）

相互利益構築契約の実践

インパクトExit
Exit後のインパクト評価・
インパクトExit支援

やまと地域課題デザインマップ
投資領域における課題を

網羅的に整理

アクセラレーションプログラム
課題解決に資するインパクト志向の

起業家を育成

ソーシング活動やピッチイベント
インパクト起業家を評価・投資先発掘

インパクト起業家支援
IMMにより投資先を支援

インパクト投資
インパクト投資実行

インプット アウトプット
1-3年 3-5年 5-7年

アウトカム 社会的インパクト

100%

2回

4 回

45%

100 %

6回

16回

75%

やまと社会インパ
クトファンドによる
投資・ハンズオン支
援によって、I M M
（インパクト測定・
マネジメント）の実
践を行う

社会インパクト投
資に期待する投資
家からの資金提供

インパクトキャピ
タリストを育成
し、南都銀行と共
に起業家支援に
取り組む

IMMの概念をNCP
および南都銀行に
伝達し続けており、
インパクト投資と
他の投資との違い
を説明できる状態

投資先ハンズオン
支援システムとし
てのIMMをNCPと
CMVが共に実践し
ている

NCPが起業家と南都
銀行との協業のKPI達
成を支援している

NCPキャピタリストが
他ファンドでもIMMを
実践している

起業家のToC実現
を支援するインパ
クトキャピタリスト
が活躍している

起業家それぞれ
が解決したいと
思う地域社会課
題に取り組む

投資先起業家が
I M Mを実践し、こ
れを適切に公表で
きている

初期アウトカムとし
て設定したK P Iが
達成できている

起業家およびその
チームが事業を通
して成長し、それぞ
れのToCが実現さ
れつつある

社会インパクトファン
ドを通じたやまと地
域の社会課題解決

財務と社会 KPIが合致した
ロジックモデルの数

事業 KPIの
達成率

中期事業計画の
達成率

IMM実践プロセスが回っている状態

・ 問題を顕在化させる
 課題デザインマップ
 -やまと地域社会課題
  提供者の育成
・ NCPから IMM実践
 キャピタリスト 2名を創出

・ Responsible Exit件数
 -Exit to Community
 -インパクト IPO
・ 他ファンドでの IMMの
 実践による事業成長

紹介件数やアクション数など
支援 KPI達成率

当ファンド外投資先での
IMM実施数

・課題解決実践者 30名の創出
・マルチプル 2～ 3倍
・相互利益構築契約の実践

・行内勉強会の実施数
・IMM研修会の実施数
 - インパクトデュー・
  デリジェンス
  ワークショップ
 - IMM支援ワークショップ

・行内勉強会の実施数
・IMM研修会の実施数
 - インパクトデュー・
  デリジェンス
  ワークショップ
 - IMM支援ワークショップ

実績目標値指標

財務と社会 KPIが合致したロジックモデルの数 /投資先数

行内勉強会の実施数（南都銀行）

IMM勉強会の実施数 (NCP)
   - インパクトデュー・デリジェンス（DD）ワークショップ
   - IMM支援ワークショップ

支援 KPI達成率

*期間：2024 年 10 月～ 2025 年 9 月

2023年は3つの資本をテーマに課題デザインマップを作成。
2024年は文化資本、2025年は自然資本領域のアップデートを実施。

2025年は新規に4社のスタートアップに投資

2024年に投資した企業への伴走支援

20
23

20
24

20
25

やまと地域での実証実験を伴走支援し、
投資実行まで視野に入れた

「やまとインパクト投資プログラム」を初めて開催

2年目となる起業家支援プログラム
「＜ナント＞サクセスロード
スタートアップ部門」を開催
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